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市
街
地
活
性
化
セ
ン
タ
ー

「
な
の
は
な
プ
ラ
ザ
」
が
４
月
１

日
、
大
町
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ザ
の
３
階

フ
ロ
ア
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
関
係
者

約
70
人
が
出
席
。
勝
部
修
市
長

は「
施
設
が
多
く
の
市
民
に
愛

さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
商

店
街
が
に
ぎ
わ
い
、
市
全
体
の

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
公
募
し

た
愛
称
の
入
賞
者
を
表
彰
し
、

そ
の
後
、
セ
ン
タ
ー
正
面
入
り

口
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
て
、

集
ま
っ
た
市
民
と
本
格
オ
ー
プ

ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　

愛
称
の
名
づ
け
親
、
奥
州
市

水
沢
区
の
千
葉
信ま

こ
と

さ
ん（
60
）
は

「
民
間
と
行
政
が
同
居
す
る
プ

ラ
ザ
が
、
ま
ち
に
活
気
を
与
え

る
カ
ン
フ
ル
剤
に
な
れ
ば
」
と

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
、一

関
二
高
太
鼓
道
場
部
が
演
奏
。

力
強
い
和
の
リ
ズ
ム
が
商
店
街

に
響
き
ま
し
た
。部
長
の
佐
々

木
路み

ち

花か

さ
ん（
３
年
）は「
オ
ー

プ
ン
を
飾
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
い
。た
く
さ
ん
の
人
に
利

用
し
て
ほ
し
い
で
す
」と
言
葉

を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
、
９
月
ま
で
オ
ー
プ
ン

記
念
事
業
を
行
っ
て
、
利
用
促

進
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

まちに活気を与える「なのはなプラザ」がオープン
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て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
東
日
本
大

震
災
か
ら
の「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て

位
置
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
国
土
の
均
衡

あ
る
発
展
か
ら
遅
れ
て
き
た
東
北
に
こ
そ
、

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
を
実
現
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
世
界
に

向
け
て
東
北
が
飛
躍
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
し
て

「
世
界
と
日
本
の
多
様
な
文
化
が
出
会
う

ま
ち
」「
人
類
の
夢
が
実
現
す
る
科
学
の
ま

ち
」「
世
界
が
集
い
世
界
に
羽
ば
た
く
ま
ち
」

を
築
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
岩
手
県
、
東
北
経
済
連
合
会
、
東
北
大
学

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら「
一
関
市

学
術
研
究
都
市
構
想
」
を
具
体
化
し
ま
す
。

中
学
生
の
筑
波
研
究
学
園
都
市
へ
の
派
遣

事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

私
は
、「
中
東
北
の
拠
点
都
市
一
関
」
の

形
成
を
政
策
の
柱
に
、子
育
て
支
援
、
雇
用

対
策
や
産
業
振
興
な
ど
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
住
み
よ
い
ま
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
施
策
を
一
つ
一
つ
積

み
上
げ
る
こ
と
が
、
中
東
北
の
拠
点
都
市

と
し
て
の
基
礎
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
高
齢
社
会
へ
の
対
応

　

地
方
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
で
す
。
人
口
減
少
と
高
齢

化
が
進
行
す
る
中
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ

　

一
関
市
は
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
地

震
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
今
な
お
住
宅
再
建

は
ま
ま
な
ら
ず
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
ま

ず
は
、一
関
市
自
身
の
復
旧
復
興
を
進
め
、

そ
の
上
で
、
隣
接
す
る
陸
前
高
田
市
や
気
仙

沼
市
へ
の
後
方
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

放
射
線
対
策
は
、
空
間
線
量
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
、
除
染
、
農
林
業
生
産
基
盤
の
再
生
な

ど
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

放
射
線
量
推
移
の
把
握
、
学
校
給
食
食
材

の
放
射
性
物
質
の
測
定
な
ど
を
引
き
続
き

行
っ
て
、市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
解
消
に
努

め
ま
す
。
除
染
は
、
除
染
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
放
射
線
影
響
の
低
減
に
向
け
た
取
り

組
み
を
確
実
に
進
め
ま
す
。

　

農
林
産
物
の
安
全
を
守
り
、
産
地
の
信

頼
を
回
復
す
る
た
め
、
汚
染
さ
れ
た
牧
草
・

稲
わ
ら
・
堆た

い

肥ひ

・
ほ
だ
木
の
一
時
保
管
と

処
分
を
進
め
る
ほ
か
、
放
射
性
物
質
を
測

定
し
、
食
の
安
全
安
心
を
発
信
し
な
が
ら
、

国
、
県
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
風
評
被
害

対
策
に
一
層
努
め
ま
す
。
中
で
も
原
木
し
い

た
け
の
生
産
は
、
産
地
崩
壊
の
危
機
に
直

面
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
原
木
の

確
保
や
種
コ
マ
の
助
成
に
よ
り
生
産
意
欲

の
向
上
と
産
地
再
生
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

　

国
や
県
が
実
施
す
べ
き
対
策
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
実
態
を
踏
ま
え
、
言
う
べ
き
こ

と
を
し
っ
か
り
と
伝
え
ま
す
。
東
京
電
力

に
は
、
迅
速
か
つ
十
分
な
損
害
賠
償
を
確

実
に
行
う
よ
う
求
め
、一
日
も
早
い
農
家
の

再
建
と
経
営
の
安
定
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

強
く
申
し
入
れ
ま
す
。

　

一
刻
も
早
く
３
・
11
以
前
の
状
態
に
復

旧
し
、
さ
ら
な
る
復
興
に
結
び
付
け
る
取

り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

震
災
か
ら
２
年
経
っ
た
今
な
お
、
汚
染
さ

れ
た
稲
わ
ら
、
牧
草
、
ほ
だ
木
が
積
ま
れ
た

環
境
の
中
で
、
生
産
意
欲
を
失
い
か
け
て

い
る
農
家
の
皆
さ
ん
の
心
情
を
思
う
と
胸

が
張
り
裂
け
る
思
い
で
す
。
農
家
の
皆
さ

ん
、
希
望
を
捨
て
ず
、一
関
の
農
業
発
展
の

平
成
25
年
度

施

政

方

針

未
来
へ
着
実
に
前
進
す
る

ま
ち
づ
く
り

勝
部
修
市
長
は
、
第
42
回
市
議
会
定
例
会
で
25
年
度
の
施
政
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

25
年
度
当
初
予
算
の
総
額
は
、
７
１
２
億
４
百
万
円
、
前
年
度
比
１
％
の
増
。

17
年
の
合
併
以
降
最
大
だ
っ
た
24
年
度
を
上
回
る
積
極
型
予
算
で
す
。

こ
の
予
算
を
「
未
来
へ
着
実
に
前
進
す
る
予
算
」
と
位
置
づ
け
、

確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

た
め
、共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

●
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
見

直
し
た「
地
域
防
災
計
画
」
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
訓
練

な
ど
を
通
じ
て
自
主
防
災
組
織
の
支
援
と

市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

市
内
全
域
に
防
災
情
報
を
一
斉
伝
達
で

き
る「
防
災
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活

用
し
た
防
災
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
被
災
住
宅
の
早
期
復
興
を
支
援
す

る
た
め
、
住
宅
再
建
お
よ
び
宅
地
復
旧
工

事
へ
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

　

一
関
遊
水
地
事
業
は
、
小
堤
と
磐
井
川

堤
防
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
狭

き
ょ
う

隘あ
い

地
区
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。
治
水

事
業
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、Ｊ
Ｒ
磐
井
川
鉄
橋
架
け
替
え

の
早
期
協
議
開
始
を
要
望
し
ま
す
。

　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
は
、

本
市
を
含
む
北
上
高
地
と
九
州
・
脊せ

振ふ
り

山

地
の
二
カ
所
が
国
内
候
補
地
に
挙
げ
ら
れ

東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
復
興

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
の
実
現

中
東
北
の
拠
点
都
市

一
関
の
形
成

重点施策

2

重点施策

3

重点施策

1

り
方
を
時
代
に
合
っ
た
も
の
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
根
本
か
ら
見
直
す
機
会
で
あ
る
と
認

識
し
て
対
処
し
ま
す
。
問
題
を
先
送
り
す

る
こ
と
な
く
、
産
業
、
文
化
、
都
市
整
備
、

あ
る
い
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方

な
ど
、
今
、
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
多
角

的
に
検
討
し
ま
す
。一
関
地
区
広
域
行
政

組
合
と
共
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
を
進
め
る
ほ

か
、
高
齢
者
の
孤
立
防
止
や
認
知
症
対
策

な
ど
に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り

活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
シ

ニ
ア
活
動
プ
ラ
ザ
を
設
置
し
て
、
シ
ニ
ア
世

代
の
社
会
参
加
・
社
会
貢
献
活
動
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

●
人
口
減
少
へ
の
対
策

　

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
共
に
人
口
減

少
へ
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
急
激
な

人
口
減
少
に
伴
う
地
域
社
会
の
活
力
低
下

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
人
材
を

地
域
に
受
け
入
れ
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
本
市
へ
の
移
住
や

定
住
を
促
す
移
住
定
住
環
境
整
備
事
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
空
き
家
の
実
態
調

査
を
進
め
、
そ
の
対
応
や
活
用
の
あ
り
方

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。
さ
ら
に
、「
婚
活
」

を
支
援
し
て
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

●
子
育
て
環
境
づ
く
り

　

住
み
よ
い
ま
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
安
心
し
て
子

供
を
育
て
ら
れ
る
環
境
が
必
要
で
す
。

　

小
学
生
の
医
療
費
無
料
化
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
全
額
公
費
助
成
、

第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
な
ど
に
加

え
、
全
て
の
所
得
階
層
で
保
育
園
保
育
料

を
減
額
し
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

八
幡
町
・
あ
お
ば
統
合
保
育
園
の
新
築

工
事
に
取
り
組
む
ほ
か
、
私
立
保
育
園
や

認
定
こ
ど
も
園
と
な
る
私
立
幼
稚
園
の
新

築
・
改
築
を
支
援
し
ま
す
。
放
課
後
児
童

対
策
は
、中
里
小
学
校
の「
こ
ば
と
ク
ラ
ブ
」

の
新
築
な
ど
、
放
課
後
の
留
守
家
庭
児
童

の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。
乳
幼
児
健
康

診
査
、
発
達
支
援
相
談
、
臨
床
心
理
士
に
よ

る
相
談
体
制
を
継
続
し
て
総
合
的
に
支
援

し
ま
す
。

●
都
市
基
盤
の
整
備

　

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
道
路
や
上
下
水
道

な
ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
が
必
要
で
す
。

　

国
道
４
号
の
安
全
対
策
を
図
る
と
と
も

に
、
復
興
支
援
道
路
に
位
置
付
け
ら
れ
た

国
道
２
８
４
号
、３
４
２
号
お
よ
び
３
４
３

号
の
急
カ
ー
ブ
、
急
勾
配
や
狭き

ょ
う
あ
い隘
部
の
解

消
を
目
指
し
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
を
図
り
ま
す
。
市
道
は
、
医
療
、
消
防
、

工
業
団
地
な
ど
の
基
幹
施
設
と
地
域
を
結

ぶ
重
要
な
路
線
と
し
て
、清
水
原
一
関
線
な

ど
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
歩
道
の

設
置
も
進
め
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
舞
川
簡
易
水
道
、
興
田
・

猿
沢
簡
易
水
道
な
ど
８
地
区
の
簡
易
水
道

を
拡
張
し
、
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、上
巻
浄
水
場
を
整
備
す

る
ほ
か
、
老
朽
施
設
を
改
修
・
更
新
し
て

安
全
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

施

政

方

針

国際リニアコライダーの完成予想図　提供：©Ray.Hori ／ KEK
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公
共
下
水
道
事
業
は
、
管
路
の
整
備
を

推
進
し
な
が
ら
一
関
、
花
泉
、
千
厩
地
域
の

供
用
区
域
を
拡
大
し
、
快
適
な
生
活
環
境

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
未

接
続
世
帯
へ
の
普
及
啓
発
を
図
り
な
が
ら
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
を
進
め
、
水
洗

化
を
促
進
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
都
市
基
盤

施
設
の
維
持
管
理
に
も
努
め
ま
す
。

●
雇
用
対
策

　

雇
用
す
る
側
、
雇
用
さ
れ
る
側
、
そ
れ
を

支
援
す
る
側
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
支
援
が
必

要
で
す
。
昨
年
、
新
規
高
卒
者
の
就
職
率
が

１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
一
関
」
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、
若
者
の
地
元
へ
の
就
職
と
職
場

定
着
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

震
災
の
復
旧
・
復
興
へ
の
対
応
や
支
援

に
係
る
事
業
を
中
心
と
し
た「
緊
急
雇
用

創
出
事
業
」
を
実
施
し
て
、
雇
用
の
場
の
確

保
と
地
域
で
働
く
人
材
の
育
成
を
支
援
し

ま
す
。
工
業
団
地
の
リ
ー
ス
制
度
や
立
地

企
業
の
設
備
投
資
に
対
す
る
助
成
措
置
な

ど
に
よ
り
、
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
展
開

し
ま
す
。
操
業
開
始
時
の
新
規
採
用
者
の

人
材
育
成
を
支
援
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

に
努
め
、
も
の
づ
く
り
人
材
の
集
積
を
図

り
ま
す
。

分
野
別
の
主
な
施
策

●
農
業
の
振
興

　

米
、
畜
産
、
園
芸
作
物
な
ど
、
当
地
方
の

多
彩
な
農
産
物
は
、
全
国
に
誇
れ
る
品
質

の
高
さ
が
魅
力
で
す
。
生
産
体
制
の
強
化

と
担
い
手
の
育
成
を
図
り
な
が
ら
、
農
産

物
の
高
付
加
価
値
化
と
販
路
拡
大
に
よ
る

６
次
産
業
化
を
進
め
る
な
ど
、
所
得
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
で
農
業
、
農
村
の
振

興
に
努
め
ま
す
。

　

一
関
産
が
全
国
に
通
用
す
る
ブ
ラ
ン
ド

に
な
る
よ
う「
地
産
外
商
」
に
も
取
り
組
む

な
ど
、
本
市
の
物
産
や
観
光
資
源
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
高
め
て
全
国
に
売
り
込
み
ま
す
。

併
せ
て
、
首
都
圏
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
た
情
報
発
信
と
販
路
拡
大
を
進

め
、一
関
フ
ァ
ン
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

　

一
関
地
方
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
や
文

化
は
、
私
た
ち
市
民
の
誇
り
で
あ
り
、
何
も

の
に
も
代
え
難
い
貴
重
な
観
光
資
源
で
す
。

歴
史
と
伝
統
あ
る「
餅
」文
化
は
、
24
年
度

に「
中
東
北
ご
当
地
も
ち
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開

催
し
、
若
い
世
代
を
含
む
多
く
の
人
々
に

そ
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
25
年
度
も
各
種
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
じ
、
全
国
に
情
報
発
信
し

ま
す
。

　

ま
た
、「
一
関
・
平
泉
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
も
継
続
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
人
材
の
育
成

　

地
域
の
発
展
に
は
、▼
産
業
を
支
え
、
地

域
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
▼
新
た
な
文
化
を

創
造
し
、
次
代
を
担
っ
て
い
く
人
材
―
を
、

こ
の
ま
ち
に
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

一
関
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
勤
労

観
や
職
業
観
を
養
い
な
が
ら
、
社
会
人
と

し
て
の
基
礎
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
は
、
東
山
地
域
統
合

小
学
校
と
磐
井
中
学
校
の
整
備
を
進
め
る

ほ
か
、
山
目
小
学
校
、
東
山
中
学
校
の
校
舎

改
築
や
藤
沢
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震

補
強
工
事
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
施
設
は
、一
関
、
花
泉
両
図
書

館
を
整
備
し
読
書
環
境
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
永
井
公
民
館
の
改
築
を
進
め
ま
す
。

●
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実

　

全
て
の
市
民
が
、
健
康
で
心
豊
か
に
自

立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
保
健
・

福
祉
・
医
療
の
連
携
と
強
化
が
重
要
で
す
。

市
民
の
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
や
健
全
な

食
生
活
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
識
の
啓
発

を
図
り
ま
す
。

　

26
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
健
康

づ
く
り
の
拠
点「
一
関
保
健
セ
ン
タ
ー
」
の

建
設
に
着
工
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
は
、
医
師
修
学
資
金
貸
付
事

業
を
継
続
す
る
ほ
か
、
地
域
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で
医
療
機
関
の
適
切
な

受
診
の
あ
り
方
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
医
師
の

負
担
軽
減
を
図
り
、
医
療
機
関
、
市
民
、
行

政
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
連
携
を
強
化
し
、

地
域
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
税
率
等
の
改
正
で

円
滑
な
保
険
給
付
に
必
要
な
税
収
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
特
定
健
康
診
査
や
特

定
保
健
指
導
の
推
進
、
各
種
制
度
の
周
知

を
図
る
な
ど
、
健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
に
は
、
相
談
支

援
事
業
所
の
増
設
や
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
の
作
成
な
ど
を
支
援
し
、
き
め
細
や
か

な
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
の
輝
き
、
地
域
の
魅
力
を
増
す
た

め
に
市
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
と
市
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
協
働
体
強
化
推

進
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
づ
く
り
活
動

の
主
体
と
な
る
地
域
協
働
体
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

地
域
住
民
と
行
政
が
創
意
工
夫
し
な
が

ら
地
域
を
元
気
に
す
る
い
ち
の
せ
き
元
気

な
地
域
づ
く
り
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、

地
域
お
こ
し
事
業
な
ど
に
よ
り
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
な
ど
、「
協

働
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
着
実
な
実

施
に
努
め
ま
す
。

　

４
月
オ
ー
プ
ン
の「
な
の
は
な
プ
ラ
ザ
」

の
積
極
的
な
利
用
を
促
進
し
、
市
民
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

●
環
境
対
策
へ
の
取
り
組
み

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
太
陽

熱
利
用
機
器
、
高
効
率
給
湯
器
の
設
置
を

支
援
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組

み
を
促
進
し
ま
す
。
公
共
施
設
へ
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
防
犯
灯
・
道

路
照
明
灯
・
商
店
街
街
路
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
進
め
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む

景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

●
世
界
遺
産
を
意
識
し
た
地
域
づ
く
り

　

平
泉
の
玄
関
口
と
し
て
、
引
き
続
き
情

報
を
発
信
し
ま
す
。
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
の

世
界
遺
産
拡
張
登
録
に
向
け
、
骨
寺
村
荘

園
遺
跡
指
導
委
員
会
の
指
導
助
言
を
踏
ま

え
、
骨
寺
堂
跡
の
確
認
調
査
と
梅
木
田
遺

跡
の
全
面
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

４
月
に
展
示
棟
が
オ
ー
プ
ン
す
る
骨
寺

村
荘
園
交
流
館
を
中
心
に
、
骨
寺
村
荘
園

の
価
値
と
魅
力
を
発
信
し
、
都
市
と
農
村

の
交
流
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、平
泉
ナ
ン
バ
ー
の
実
現
に
向
け

た
運
動
を
強
力
に
進
め
、
こ
れ
に
先
立
ち
、

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本

　

各
分
野
の
施
策
は
、「
一
関
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
着
実
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
施
策
の
展
開
に
当
た
っ

て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
市
政

へ
の
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、中
東
北
の

拠
点
都
市
形
成
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
少
子
高
齢
化
の

進
行
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
さ

を
増
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。。
財
政

の
健
全
化
を
図
り
、
持
続
可
能
な
行
財
政

基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
知
恵
と
工
夫
を

結
集
し
て
、
思
い
切
っ
た
体
質
改
善
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題

に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
25
年
度
に

組
織
機
構
を
見
直
し
、
第
２
次
行
政
改
革

大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
行

政
改
革
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

藤
沢
町
と
合
併
し
て
１
年
半
。
共
に
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
、藤
沢
地
域
が
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た

歴
史
や
地
域
づ
く
り
の
資
源
を
大
切
に
し
、

そ
れ
を
市
全
体
の
資
源
に
結
集
し
な
が
ら

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
両
磐
圏
域
全
体
の
生
活
機
能

の
確
保
に
向
け
、「
定
住
自
立
圏
構
想
」
の

策
定
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
産
業
経
済

や
教
育
文
化
の
交
流
連
携
な
ど
圏
域
を

施

政

方

針

越
え
た
広
域
行
政
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

私
は
、
市
民
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、
現
場
で
の
視
点
が
大

切
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
市
長
就
任
以
来
、

移
動
市
長
室
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
対
話
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

宮
沢
賢
治
は「
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
」
の
中
で

「
東
ニ
病
気
ノ
コ
ド
モ
ア
レ
バ
行
ッ
テ
看
病

シ
テ
ヤ
リ
」「
西
ニ
ツ
カ
レ
タ
母
ア
レ
バ
行
ッ

テ
ソ
ノ
稲
ノ
束
ヲ
負
ヒ
」
と
、
東
西
南
北
の

全
て
に「
行
っ
て
」行
動
を
起
こ
す
こ
と
を

謳う
た

っ
て
い
ま
す
。
現
場
主
義
、
現
地
主
義
の

大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
も
の
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
現
場
主
義
と
現
地
主
義
を
念

頭
に
置
い
て
、
現
場
か
ら
市
政
を
見
る
こ

と
を
心
掛
け
ま
す
。

お
わ
り
に

　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
の
実
現
は
、
私

に
と
っ
て
20
年
来
の
念
願
で
す
。
世
界
中

の
研
究
者
の
英
知
を
集
め
、
人
類
の
夢
を

実
現
す
る
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、日
本
が

学
術
研
究
分
野
で
国
際
貢
献
で
き
る
数
少

な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

　

国
内
建
設
候
補
地
は
、
今
夏
、
決
定
し
ま

す
。
私
は
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
実
験
研
究

施
設
を
東
北
に
、一
関
に
実
現
さ
せ
た
い
と

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
、一
関
市
だ
け
で
成
し

得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
境
を
越

え
た
周
辺
自
治
体
と
連
携
し
、
広
域
的
な

受
け
入
れ
環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
現
在
進
め
て
い
る「
中
東
北
の
拠
点

都
市
一
関
」
を
目
指
す
取
り
組
み
を
、
よ
り

具
体
的
な
も
の
に
し
て
、
中
東
北
を「
世
界

の
人
々
か
ら
親
し
み
を
も
た
れ
る
地
域
」

に
、「
世
界
の
人
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
地
域
」

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
東
北
が
置
か
れ
て
き
た
歴
史
を
一

変
さ
せ
る
強
い
信
念
を
持
ち
、
全
身
全
霊

で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

市
民
が
、
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
、
希
望
を

持
っ
て
邁ま

い
し
ん進

す
る
こ
と
が
、
今
、
最
も
重
要

で
す
。
新
し
い
夢
を
持
つ
こ
と
を
忘
れ
ず
、

ま
た
、
そ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
腰
を

据
え
、
市
政
運
営
に
最
善
を
尽
く
す
覚
悟

で
す
。

　

議
員
各
位
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

４月オープンの骨寺村荘園交流館展示棟 新入社員基礎力向上セミナー

地域を元気にするいちのせき元気な地域づくり事業

一関・平泉バルーンフェスティバル
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は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
本
市

の
教
育
施
設
は
、
ほ
ぼ
復
旧
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
な
お
、
校
舎
の
使
用

を
制
限
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
、
早

期
整
備
と
耐
震
補
強
を
推
進
し
、
安

全
・
安
心
な
教
育
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

放
射
能
汚
染
対
策
は
、
校
庭
と
園

庭
の
除
染
を
完
了
す
る
見
込
み
で

す
。
給
食
食
材
も
定
期
的
に
測
定
し
、

結
果
を
公
表
し
て
お
り
、
児
童
・
生

徒
や
保
護
者
に
安
心
感
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
学

校
施
設
や
給
食
食
材
の
放
射
線
量
を

引
き
続
き
測
定
し
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
学
力
調
査
等
の
結
果

分
析
か
ら
、
本
市
の
児
童
・
生
徒
は
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
は

一
定
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
深
く
考
え
た

り
、
適
切
に
判
断
し
た
り
す
る
力
が
、

十
分
身
に
つ
い
て
い
な
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
モ
デ
ル
校

を
設
け
て
理
科
学
習
支
援
員
を
配
置

し
、
実
験
や
観
察
を
通
じ
て
探
究
心

と
問
題
解
決
能
力
を
身
に
付
け
る
取

り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

　

い
じ
め
や
体
罰
な
ど
の
諸
問
題
が

全
国
的
に
頻
発
し
て
い
ま
す
。
児
童
・

生
徒
が
楽
し
く
学
び
、
生
き
生
き
と

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
教
育
委
員
会
、
学
校
、
保
護
者
、

地
域
が
連
携
し
、
児
童
・
生
徒
が
抱

え
る
悩
み
や
問
題
の
早
期
発
見
・
早

期
対
応
を
図
り
、
個
々
に
応
じ
た
適

時
適
切
な
指
導
・
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

24
年
９
月
25
日
に
世
界
遺
産
暫
定

一
覧
表
へ
記
載
さ
れ
た「
骨
寺
村
荘
園

遺
跡
」
の
拡
張
登
録
実
現
に
向
け
、
有

識
者
委
員
会
等
の
指
導
を
受
け
な
が

ら「
陸む

つ
の
く
に

奥
国
骨ほ

ね
で
ら
む
ら

寺
村
絵え

ず図
」
に
描
か

れ
て
い
る
骨
寺
堂
跡
の
確
認
調
査
と

梅う
め
の
き
だ

木
田
遺
跡
の
全
面
調
査
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

　

28
年
に
本
県
で
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
第
71
回
国
民
体
育
大
会「
希

望
郷
い
わ
て
国
体
」
で
本
市
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
会
場
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
25
年
度
に
国
体
推
進
室

を
開
設
し
、
ま
た
実
行
委
員
会
を
設

立
し
て
受
入
れ
体
制
を
整
え
、
競
技

会
場
地
と
し
て
の
気
運
の
醸
成
に
努

め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
25
年
度
、
特

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
生
を
豊
か
に
す
る

生
涯
学
習
の
推
進

●
生
涯
学
習
環
境
の
充
実

　

一
関
に
暮
ら
す
全
て
の
人
々
が
、人

生
の
各
段
階
で
多
様
な
目
的
を
持
っ

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
環

境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
こ
と
ば
を

学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高

め
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を

身
に
付
け
る
上
で
欠
か
せ
な
い
読
書

の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
を
家
庭
や
地

域
で
共
通
理
解
を
図
り
ま
す
。

●
図
書
館

　

花
泉
図
書
館
は
今
秋
、一
関
図
書

館
は
来
秋
の
開
館
に
向
け
、
整
備
を

進
め
ま
す
。
25
年
度
か
ら
一
関
図
書

館
を
中
央
図
書
館
と
位
置
付
け
、
市

立
図
書
館
８
館
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
、

図
書
資
料
の
充
実
、
学
校
図
書
館
と

の
連
携
強
化
な
ど
読
書
環
境
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
に

生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
の
推
進

●
確
か
な
学
力
の
育
成

　

児
童
・
生
徒
の
学
力
実
態
把
握
に

努
め
、
指
導
主
事
と
学
習
指
導
専
門

員
に
よ
る
学
力
向
上
の
た
め
の
指
導
・

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、家

庭
と
連
携
し
た
学
校
の
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。
学
校
研
究
公
開
、
理

科
学
習
支
援
員
の
配
置
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
派

遣
に
よ
る
小
学
校
外
国
語
活
動
な
ど

授
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
こ
と
ば
を
大
切
に
す
る
教
育

　

学
校
と
家
庭
が
連
携
を
深
め
な
が

ら
読
書
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

読
書
普
及
員
の
配
置
校
を
拡
大
し
、

学
校
図
書
館
を
学
び
の
場
と
し
な
が

ら
、
学
校
図
書
の
充
実
や
市
立
図
書

館
と
の
相
互
利
用
な
ど
、
さ
ら
な
る

読
書
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

生
徒
の
職
業
観
と
勤
労
観
、
そ
し

て
社
会
性
を
育
て
る
た
め
に
、
市
内

全
中
学
校
の
２
年
生
を
対
象
に
社
会

体
験
学
習
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

市
内
中
学
生
を
最
先
端
科
学
施
設
が

集
ま
る
筑
波
研
究
学
園
都
市
へ
派
遣

し
ま
す
。

●
地
域
に
根
差
し
た
教
育

　

社
会
科
副
読
本
等
に
よ
り
地
域
の

相
互
理
解
を
深
め
る
な
ど
、
地
域
に

着
目
し
た
教
育
活
動
を
さ
ら
に
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
震
災
直
後
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
陸
前
高
田
市
、
気
仙

沼
市
と
の
学
校
間
交
流
へ
の
支
援
を

継
続
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内
全
中

学
生
を
対
象
に
救
急
救
命
講
習
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
各
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
と
保
護
者
の
間
で
緊
急
連
絡

や
安
否
確
認
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
非

常
時
な
ど
に
備
え
ま
す
。

●
適
応
指
導

　

児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
状
況
に
き

鈴木功教育委員会委員長が第42回市議会定例会で述べる

新しい時代を切り拓き
豊かな心を育むまちづくり

め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
、
教
育
相

談
員
等
に
よ
る
相
談
・
支
援
や
適
応

支
援
教
室「
タ
ン
ポ
ポ
広
場
」
に
お
け

る
学
習
・
支
援
活
動
を
進
め
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育

　

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
て
幼
児
期
か
ら
の
就

学
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
・
生
徒
の
支
援
に
当
た
る
学
校
サ

ポ
ー
タ
ー
を
増
員
し
ま
す
。

●
義
務
教
育
施
設
の
整
備

　

26
年
４
月
開
校
を
目
指
し
、
東
山

教

育

行

政

地
域
統
合
小
学
校
の
当
面
の
校
舎
と

な
る
長
坂
小
学
校
を
整
備
し
ま
す
。

27
年
４
月
開
校
を
予
定
す
る
磐
井
中

学
校
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、山

目
小
学
校
、
東
山
中
学
校
の
校
舎
を

整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
▼
大
東
小
学

校
の
プ
ー
ル
と
外
構
等
の
整
備
▼
千

厩
中
学
校
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
整
備
▼
川
崎
小
学
校
の
校
舎
大
規

模
改
修
▼
藤
沢
中
学
校
の
屋
内
運
動

場
耐
震
補
強
工
事
―
を
実
施
す
る
ほ

か
、
金
沢
小
学
校
の
校
舎
大
規
模
改

修
に
係
る
実
施
設
計
を
行
い
教
育
施

設
の
安
全
確
保
と
教
育

環
境
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

●
学
校
給
食

　

千
厩
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
千
厩
・
室
根
・

藤
沢
地
域
の
12
小
中
学

校
に
給
食
の
提
供
を
開

始
し
ま
す
。
27
年
４
月

の
稼
働
を
目
指
し
、（
仮

称
）
西
部
第
二
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。
学
校

給
食
調
理
業
務
は
、
花

泉
・
千
厩
両
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
民
間
委
託

し
ま
す
。

●
学
校
規
模
の
適
正
化

　

よ
り
良
い
教
育
環
境

づ
く
り
に
向
け
、
学
校

規
模
の
適
正
化
に
つ
い

て
保
護
者
と
住
民
の
理

解
を
得
る
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

共
に
学
び
触
れ
合
う

社
会
教
育
の
推
進

●
社
会
教
育

　

市
民
一
人
一
人
が
生
き
が
い
の
あ

る
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

生
涯
に
わ
た
る
多
様
な
学
習
機
会
の

提
供
や
学
習
活
動
の
促
進
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
正
し
い
生

活
習
慣
を
身
に
付
け
、
心
身
と
も
に

調
和
の
と
れ
た
人
間
に
成
長
で
き
る

よ
う
家
庭
教
育
を
支
援
し
ま
す
。

●
公
民
館

　

地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
を
生
か
し

な
が
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
学
習
機
会
の
提
供
や
地
域
協
働
体

の
組
織
化
の
支
援
に
努
め
ま
す
。一

関
公
民
館
の
市
街
地
活
性
化
セ
ン

タ
ー
へ
の
移
転
、
永
井
公
民
館
の
移

転
工
事
、
中
里
、
油
島
、
千
厩
公
民
館

の
耐
震
補
強
工
事
、
狐
禅
寺
公
民
館

の
耐
震
診
断
や
周
辺
環
境
整
備
を
進

め
ま
す
。

多
様
で
個
性
あ
る

文
化
の
創
造

●
文
化
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
団
体
等
と
の
連
携
を
図

り
、
市
民
の
文
化
芸
術
活
動
を
促
進

し
ま
す
。

●
郷
土
芸
能

　

郷
土
芸
能
団
体
等
の
活
動
を
支
援

し
、
地
域
の
伝
承
保
存
に
向
け
た
環

境
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

●
有
形
文
化
財

　

国
の
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
で

あ
る
旧
東
北
砕
石
工
場
の
建
物
保
存

の
た
め
、
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

●
民
俗
文
化
財
や
埋
蔵
文
化
財

　

市
が
所
有
す
る
資
料
を
体
系
的
に

管
理
す
る
た
め
、
基
礎
調
査
に
基
づ

い
た
詳
細
調
査
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
保
存
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
ま
す
。

●
博
物
館

　

元
禄
時
代
の
一
関
全
域
の
景
観
が

わ
か
る
絵
図
や
関
連
資
料
等
の「
絵

図
の
世
界
展
」
な
ど
、
企
画
展
、
テ
ー

マ
展
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　

関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
開
催
し
、
市
民
が
日
常
的
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機
会
を
確
保

し
ま
す
。
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
プ

レ
ー
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、「
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
一
関
大
会
」
の
開
催
や
一
関
運
動

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
拡
充
に
合
わ

せ
た
東
日
本
規
模
の
大
会
の
開
催
な

ど
大
規
模
な
大
会
の
誘
致
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持

つ
こ
と
や
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ「
夢
の
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。

空間放射線量の高い学校の校庭などを除染した

摺沢、渋民、曽慶の３小学校が統合して開校した新生大東小学校

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　

藤
沢
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
な
ど

藤
沢
地
域
の
８
施
設
は
25
年
度
か
ら

社
団
法
人
一
関
市
体
育
協
会
に
指
定

管
理
し
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

ま
す
。一
関
遊
水
地
記
念
緑
地
公
園

多
目
的
広
場
の
人
工
芝
整
備
を
は
じ

め
花
泉
野
球
場
、
大
東
体
育
館
、
千

厩
体
育
館
、
東
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
室
根
屋
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
藤

沢
体
育
館
の
改
修
工
事
を
進
め
る
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実
を
図

り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

生
涯
に
わ
た
る
市
民
の
学
習
活
動

を
促
進
し
、一
関
市
教
育
振
興
基
本

計
画
に
掲
げ
る
基
本
目
標
で
あ
る

「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
き
豊
か
な

心
を
育
む
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

力
を
尽
く
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、
ご
支
援
、
ご
指
導
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

北京五輪で金メダルを獲得した元日本代
表監督の斉藤春香さんを講師に迎え、花
泉中学校体育館でソフトボール教室が
行われた

方

針

教育行政方針平成25年度
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諸収入
15億1,567万円

（2.1％）

円（
６
・１
％
）の
増
加
と
な
り
、簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
が
、新
規
整
備

費
の
減
な
ど
に
よ
り
６
９
５
４
万
円

（
２
・３
％
）減
少
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企

業
会
計
の
全
会
計
で
の
予
算
総
額

は
１
０
１
１
億
３
７
９
６
万
円
で
、

20
億
７
９
６
３
万
円（
２
・１
％
）増
加

し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
自
主
財
源(

※
２)

で

あ
る
市
税
収
入
は
、
震
災
か
ら
の
復

興
需
要
な
ど
に
よ
り
、
24
年
度
と
比

べ
て
５
億
２
１
３
１
万
円（
４
・６
％
）

増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　

依
存
財
源(

※
３)

は
、
地
方
交
付

税
が
14
億
７
２
５
６
万
円（
５
・４
％
）

減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

　

し
か
し
、
市
税
や
地
方
交
付
税
な

ど
の
歳
入
だ
け
で
は
財
源
が
不
足
す

る
こ
と
か
ら
、
17
億
５
３
４
万
円
の

基
金
を
取
り
崩
し
、
財
源
を
確
保
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
借
入
金
で
あ
る

市
債
は
、
市
街
地
活
性
化
施
設
整
備

事
業
債
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
べ
９
億
５
５
６
４
万
円（
６
・

８
％
）減
少
し
ま
し
た
。

　

歳
出
を
目
的
別(

※
４)

に
見
る

平成25年度一関市の予算

事
業
費
が
４
億
５
９
６
２
万
円
減
少

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
24
年
度
と
比

べ
て
６
億
６
１
０
万
円（
３
・９
％
）減

少
し
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費(

※
７)

は
、
24
年
度

と
比
べ
１
億
６
８
６
万
円（
０
・３
％
）

増
加
し
、３
０
７
億
４
０
７
３
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
公
債
費
が
１
億
１
６
０
７

万
円
減
少
し
た
も
の
の
、
自
立
支

援
介
護
給
付
費
な
ど
の
扶
助
費
が

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
地
域
経
済

や
人
口
の
動
向
な
ど
に
よ
り
、
市
税

収
入
の
大
き
な
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

歳
入
の
多
く
を
地
方
交
付
税（
※
１
）

が
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
の

施
策
や
景
気
の
動
向
に
大
き
く
影
響

を
受
け
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
予
算
は
、
市
の
基
本
的
な
事

務
や
事
業
を
行
う
一
般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
や
下
水
道
事
業
の
よ
う
に

加
入
者
や
利
用
者
が
負
担
す
る
特
定

の
収
入
で
経
費
を
賄
う
13
の
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
や
病
院
事
業
会

計
の
よ
う
に
経
費
を
水
道
料
金
や
診

療
報
酬
な
ど
で
賄
う
３
つ
の
公
営
企

業
会
計
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
７
１
２
億
４

１
５
万
円
で
、前
年
度
当
初
予
算
額

と
比
べ
て
７
億
１
０
１
２
万
円（
１
・

０
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。予
算

額
が
増
加
し
た
の
は
、災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
、放
射
線
対
策
、磐

井
川
堤
防
改
修
に
伴
う
公
共
施
設
の

移
転
事
業
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

特
別
会
計
は
、下
水
道
事
業
特
別

会
計
が
、市
債（
借
入
金
）の
一
部
繰
上

償
還
な
ど
に
よ
り
、２
億
１
４
２
５
万

と
、
民
生
費
が
１
７
６
億
７
０
６
万
円

で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
、
次
い

で
教
育
費
１
０
９
億
３
１
５
２
万
円
、

公
債
費
93
億
６
１
７
６
万
円
と
続
き

ま
す
。

　

性
質
別(

※
５)

に
見
る
と
、
総

合
計
画
基
本
計
画
事
業
な
ど
の

実
施
や
災
害
復
旧
事
業
に
あ
て
る

投
資
的
経
費(

※
６)

は
、
総
額
で

１
５
０
億
６
７
７
９
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
学
校
や
道
路
な
ど
の
災
害
復
旧

一般会計歳入

未来へ着実に前進する予算

２
億
５
１
５
０
万
円
増
加
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

市
の
借
入
金
で
あ
る
市
債
の
25

年
度
末
の
残
高
見
込
み
は
、
臨
時
財

政
対
策
債(

※
８)

な
ど
を
除
き
公

共
事
業
の
た
め
に
借
入
れ
た
も
の

が
、一
般
会
計
で
６
５
６
億
２
３
３
万

円
、
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計

を
含
ん
だ
全
会
計
の
合
計
で
は

１
２
０
１
億
５
２
６
０
万
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　

一
般
会
計
分
は
社
会
教
育
・
文
化

施
設
整
備
事
業
債
や
保
健
施
設
整
備

事
業
債
な
ど
に
よ
り
、
特
別
会
計
分

で
は
簡
易
水
道
事
業
の
整
備
な
ど
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
市
民
１
人
当
た
り
に
す
る

と
、一
般
会
計
で
は
約
52
万
円
、
全
会

計
で
は
約
94
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
貯
金
と
も
い
え
る
基

金
の
主
な
も
の
の
25
年
度
末
の
残

高
見
込
み
は
、
財
政
調
整
基
金
が

34
億
４
０
４
万
円
、
市
債
管
理
基
金

が
70
億
１
３
１
万
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。
こ
の
２
つ
の
基
金
の
合
計
を
市

民
一
人
当
り
に
す
る
と
、
約
８
万
円
と

な
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

お
預
か
り
し
た
大
切
な
税
金
を
効
果

的
、
効
率
的
に
活
用
す
る
と
も
に
、
財

政
運
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

会計名 予算額 24年度比
（増減率）

一般会計 712億415万円 1.0%

特別会計

国民健康保険 140億8,573万円 5.6%

後期高齢者医療 11億2,965万円 0.5%

介護サービス事業 4,040万円 △9.6%

土地取得事業 333万円 △1.5%

金沢財産区 744万円 △25.6%

都市施設等管理 9,538万円 △39.3%

工業団地整備事業 1,206万円 △12.6%

市営バス事業 1億6,355万円 0.9%

簡易水道事業 29億7,073万円 △2.3%

下水道事業 37億850万円 6.1%

農業集落排水事業 4億5,303万円 13.6%

浄化槽事業 1億8,944万円 4.8%

物品調達 3,327万円 2.8%

水道事業会計 47億6,074万円 17.6%

工業用水道事業会計 2,743万円 8.2%

病院事業会計 22億5,313万円 △9.4%

合計 1,011億3,796万円 2.1%

25年度予算の規模 一般会計歳出（目的別）

東日本大震災からの復旧復興と国際リニアコライダー計画の実現に努めるとともに、

二度にわたる大災害の教訓を生かした災害に強いまちづくり、

高齢化社会に対応した地域づくり、定住環境の整備を進めるなど、

中東北の拠点都市形成に取り組み、希望ある未来に向け、確実な一歩を踏み出す予算です。

予
算
の
概
要

市
の
会
計
と
予
算
総
額

一
般
会
計
歳
入
の
内
訳

一
般
会
計
歳
出
の
内
訳

市
債
と
基
金
の
残
高

平成25年度の一般会計の総額は、712億415万円
東日本大震災からの復旧を復興に結びつける予算

予算のあらましをお知らせします

用
語
の
解
説

※
１　

地
方
交
付
税
…
全
国
市

町
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
一
定

水
準
に
な
る
よ
う
に
、
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
お
金

※
２　

自
主
財
源
…
市
税
や
使

用
料
な
ど
市
が
自
主
的
に
収
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
財
源

※
３　

依
存
財
源
…
地
方
交
付

税
、
国
・
県
支
出
金
な
ど
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
や
市

債
な
ど

※
４　

目
的
別
経
費
…
経
費
を

行
政
的
性
質
を
基
準
と
し
て
分

類
し
た
も
の

※
５　

性
質
別
経
費
…
経
費
を

経
済
的
性
質
を
基
準
と
し
て
分

類
し
た
も
の

※
６　

投
資
的
経
費
…
道
路
、

学
校
の
建
設
な
ど
、
社
会
資
本

の
整
備
や
災
害
復
旧
に
要
す
る

経
費

※
７　

義
務
的
経
費
…
人
件
費

（
職
員
の
給
与
、
議
員
報
酬
な

ど
）、
扶
助
費
（
社
会
保
障
制

度
の
一
環
と
し
て
、
生
活
困
窮

者
、
児
童
、
老
人
、
障
が
い
者

な
ど
を
援
助
す
る
経
費
）、
公
債

費
（
市
の
借
入
金
（
市
債
）
な

ど
の
償
還
金
）
を
合
計
し
た
も

の
で
、
そ
の
支
出
が
義
務
づ
け

ら
れ
、
任
意
に
削
減
で
き
な
い

経
費

※
８　

臨
時
財
政
対
策
債
…
地

方
交
付
税
の
国
の
財
源
が
不
足

す
る
場
合
に
、
特
例
と
し
て
地

方
交
付
税
に
替
え
て
発
行
が
認

め
ら
れ
る
地
方
債（
借
入
金
）で
、

償
還
費
用
は
全
額
国
が
手
当
す

る
も
の

繰入金
18億4,922万円

（2.6%）

使用料/手数料
4億5,051万円

（0.6%）

分担金/負担金
5億2,179万円

（0.7%）

その他
1億8,202万円

（0.3%）

地方交付税
257億2,454円
（36.1%）

市債
130億5,519

万円
（18.3%）

国庫支出金
61億5,516万円

（8.7%）

地方譲与税/交付金
26億1,656万円

（3.7%）

依存財源
547億9,791万円

（77.0%）

県支出金
72億4,646万

円
（10.2%）

歳入

712億 415万円

市税
118億8,703万円

（16.7％）

自主財源
164億624万円
（23.0%）

その他
8億 9,280万円 (1.3%)

民生費
176億 706万円

(24.7%)

教育費
109億 3,152万円

(15.4%)

公債費
93億 6,176万円

（13.1％）

総務費
73億 7,978万円

(10.4%)

土木費
72億 4,654万円

(10.2%)

農林水産業費
60億 9,324万円

(8.6%)

衛生費
60億 7,281万円
(8.5%)

消防費
39億 2,320万円 (5.4%)

商工費
16億 9,544万円 (2.4%)

歳出

712億 415万円

子育て支援や高齢

者、障がい者福祉な

どに要する経費

小中学校や公民館、

スポーツ施設などの

管理運営費や建設・

維持に要する経費

市の借入金の返

済に要する経費

市税の課税・収納

や戸籍事務など

に要する経費

道路・公園・住宅など

の建設・維持に要す

る経費

農林業の支援、農
業施設や林道の
建設・維持などに
要する経費

保健・医療・ごみ処理・環境

対策などに要する経費
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中
東
北
の
拠
点
都
市
を

　

中
東
北
の
拠
点
都
市
を
形
成
し

て
い
く
た
め
に
24
年
度
に
引
き
続

き
「
中
東
北
拠
点
都
市
形
成
特
別

推
進
事
業
」
と
し
て
５
つ
の
分
野
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
中
東
北
の
拠
点
都
市

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
事
業
に
つ
い
て
特

別
に
予
算
を
確
保
し
て
行
う
も
の

で
、
保
育
園
保
育
料
の
減
額
な
ど

25
年
度
の
新
規
・
拡
充
事
業
費
は

８
億
８
２
８
２
万
円
。
こ
の
ほ
か
乳

幼
児
・
小
学
生
の
医
療
費
無
料
化

な
ど
の
継
続
事
業
を
含
め
た
事
業

費
は
64
億
８
２
４
３
万
円
で
す
。

重
点
施
策
10
項
目

　

次
の
10
項
目
を
重
点
施
策
と
し

て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

分　野 予算額 内　　容

災害に強いまちづくり 34億4,638万円

　これまで進めてきた“災害に強いまちづくり”を引き続き推進します。

①防災行政情報システム整備（平成25年度一部運用開始予定）

②コミュニティＦＭ放送を活用した防災情報の提供、難聴世帯の解消

③自主防災組織を対象に、防災用資機材の購入費用などを助成

④自主防災組織の結成および活動の支援、リーダーの育成

⑤避難所への標識の設置

⑥保育園、小中学校、公民館等の耐震化

⑦移転する一関保健センター等の敷地（旧磐井病院跡地）に災害用マンホールトイレ

を整備

⑧簡易水道施設に非常用発電設備を整備

⑨防災拠点となる消防署や市庁舎の整備・耐震化

⑩橋りょうの長寿命化のための調査・修繕

⑪中小河川の内水対策改修

⑫土砂災害ハザードマップの作成

⑬全ての中学校に配置した心肺蘇生法学習教材や、全ての中学生に配付した（新1年

生にはあらためて配付）心肺蘇生音声誘導器により、実技を通じて救命救急の知識を

学び、家庭や地域への普及を図る“命をつなぐプロジェクト”を継続して推進

⑭3月11日を“となりきんじょ防災会議の日”として防災講演会などを開催

高齢化社会に対応した

地域づくり
3億4,589万円

　人口減少や高齢化が進む中で、現在の行政サービスを時代に合ったものとするため、

全庁的な体制のもと、中長期的な視点での取り組みを引き続き推進します。

①高齢者の社会参加を通して、生きがいづくりや就労の機会を確保

②生活習慣病予防や介護予防のための「軽体操普及推進事業」を拡大

③医療機関との連携により、介護施設職員等の医療知識・技術の習得を推進

④公共施設トイレの洋式化など高齢者にやさしい施設改修

⑤70歳到達者を対象に肺炎球菌ワクチン接種費用の一部を助成

(仮称)一関市学術研

究都市構想の推進
2,488万円

　学術研究都市としての将来的なまちづくりを見据え、（仮称）一関市学術研究都市構

想を策定するとともに、中学生の最先端科学体験研修などを実施します。

読書環境の整備充実 18億1,964万円

　一関図書館の建設とともに、花泉図書館の開館に向けて準備を進め、図書資料の充

実や、市立図書館の読書指導員、学校図書館の読書普及員を増員するなど、読書環境

の充実を図ります。

移住定住環境の整備 8億4,563万円

　空き家などの実態調査を進め、移住定住に関する情報を発信するとともに、若者か

ら高齢者までの幅広い年代を対象とした就業支援を実施し、小学生までの医療費無料

化、第３子以降の保育料無料化などのほか、保育園保育料をさらに減額し、子育て環

境の充実を図ります。

合計 64億8,243万円 　
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事業 予算額（万円） 内　　　容

教育・人材育成
キャリア教育支援事業 588 キャリア支援員・キャリアサポーターによる小学生職場体験事業、中学生職場体験出前講座、高校生ガイダ

ンス、新入社員向け研修の支援など

特別支援教育等の推進 1億 3,300 特別支援コーディネーター、学校サポーター（小中学校）【増員】、きめ細かな指導支援員（幼稚園）【増員】、
適応支援相談員、理科学習支援員【新規】の配置

学校の整備 10 億 3,251 大東小学校整備事業、東山地域統合小学校整備事業、磐井中学校整備事業、川崎中学校整備事業（テニス
コート整備）

図書館の建設と読書環境の充実（※） 18 億1,964 一関図書館整備事業（平成 26 年度完成予定）、花泉図書館の新館オープン、図書資料の充実と読書指導員の
増員、学校図書館の読書普及員の増員

社会教育施設の整備 2 億 4,310 永井公民館整備事業

学校給食センターの整備 2,218 一関地域の自校方式による調理校のセンター化を図るため、平成 27 年４月の稼働を目指す（仮称）西部第２
学校給食センターの整備に係る実施設計など

体育施設の整備と充実 4 億 500 一関遊水地記念緑地公園多目的広場整備事業、大東体育館改修事業、東山Ｂ＆Ｇ海洋センター改修事業、室
根テニスコート改修事業、室根体育館改修事業

「地域の宝」を守り、顕彰する取り組み 508 彫刻家長沼守敬の作品展示など

生涯スポーツの推進 7,403 平成28年度の第71回国民体育大会「希望郷いわて国体」開催のための施設改修、日本女子ソフトボールリー
グ開催補助金などスポーツに親しめる環境づくり事業

中学生最先端科学体験研修事業
（※） 231 中学生（60 人）を対象に、科学技術に関する国の機関等が集積している筑波研究学園都市で宿泊体験研修を

実施

保健・福祉・医療の連携強化
保健・子育て支援事業の拠点整備 8 億 4,354 旧県立磐井病院跡地に、子育て支援機能を有する一関保健センター（平成 26 年度完成予定）と八幡町・あ

おば統合保育園を整備し、保健と子育て支援サービスを一体的に提供する拠点を整備

地域医療の確保 4,635 夜間救急医療対策事業、休日当番医制運営事業、病院群輪番制病院運営費補助金、地域医療を守る支援事
業（市民フォーラムの開催）

医師等確保対策 2,186 医師修学資金貸付事業、地域医療確保対策費補助金（看護学校補助）、地域医療を守る支援事業（臨床研修
医研究支援事業費補助）

医療と介護の連携推進 500 地域医療・介護連携推進事業

発達支援と障がい者福祉の充実 1億 2,654 発達に関して支援が必要と思われる乳幼児等への支援体制強化のため一関保健センターに臨床心理士を配
置、障がい者の地域活動支援センター設置及び相談支援事業所の増設

自殺予防対策 333 専門医による心の健康づくり講演会の開催や保健師等による家庭訪問、傾聴ボランティア等の人材育成に
加えて「こころの健康診断システム」を導入するなど、自殺予防対策事業を継続して実施

地域コミュニティの自立支援
いちのせき元気な地域づくり事業 1億 337 各地域の特色のある地域づくりのため、地域住民と行政との創意工夫による各種事業を実施

地域おこし事業など地域づくり活動
に対する支援 1億 5,615 集落支援員の配置、地域おこし事業費補助金、自治会等活動費総合補助金、地域協働体支援事業費補助金、

地域協働体強化推進事業など

協働によるまちづくりの推進 6,917 市民活動推進事業、市民協働支援事業、協働でつくるきれいなまち推進事業など

地域に根差した文化財や伝統文化
の保存・継承 500 郷土芸能活動事業補助金、指定文化財保護事業補助金

まつりや地域イベントなどに対する支
援 3,578 各地域の夏まつり開催事業負担金、大東大原水かけ祭り保存会事業費補助金、唐梅館絵巻実行委員会補助

金、室根大祭協賛会補助金、藤沢野焼祭開催負担金など

環境対策
再生可能エネルギー設備等導入事業 1億 9,180 再生可能エネルギーの導入を促進するとともに、住宅用太陽光発電システムや、太陽熱利用機器、高効率給

湯器の設置経費に対する助成
温室効果ガス排出削減事業 5,420 花泉支所庁舎照明改修事業、千厩中学校太陽光発電システム設置事業

防犯灯、街路灯などのＬＥＤ化・省
エネ化 8,634 省エネルギー対策と電気料金など維持管理コスト削減のため、防犯灯（市管理、自治会等管理）、商店街街路

灯、道路照明灯、公園照明灯のＬＥＤ化を推進

資源リサイクル事業 1,060 自治会やＰＴＡ等による集団回収により、地域ぐるみの資源リサイクル活動を促進

地球温暖化対策など環境に関する
意識の醸成 185 地球温暖化抑制に関する啓発、エコ友チャレンジ事業、水生生物調査の実施、自然観察会・スターウォッチ

ングの開催、生ごみ減量機器購入事業補助金

公用車へのハイブリッド車導入 409 公用車の老朽化等に伴う更新にあたり、うち２台をハイブリッド化

骨寺村荘園遺跡の世界遺産登録に向けた取り組み
骨寺村荘園遺跡の追加登録に向け
た取り組み 3,507

世界遺産拡張登録関連骨寺村荘園遺跡重点調査事業（埋蔵文化財発掘調査等）、骨寺村荘園遺跡世界遺産登
録推進事業（拡張登録検討委員会の開催、講演会開催等）、文化的景観保護推進事業（国の選定を受けた重
要建物の修理修景）など

「世界文化遺産 平泉」の玄関口とし
ての機能の充実 2,350 観光ホームページ作成、テーマ型観光振興支援、一関温泉郷協議会補助金、観光ガイド事業など

広域連携による観光振興と誘客 638 世界遺産連携推進実行委員会負担金（県・平泉町・奥州市との共同事業）、栗駒山山開き・登山事業、滞在
型観光振興事業など

経済対策
地域経済の活性化、雇用の確保・創出を図るため、後年度計画事業の前倒し、市民要望の多い生活道路の整備や修繕、公共施設の修繕や環境整備
などを中心に、平成 24 年度とほぼ同規模の経済対策事業を実施【事業費計　34 億 8,178 万円】（当初予算分前年比 △ 8,193 万円　△ 2.3％）

事業 予算額（万円） 内　　　容

震災からの復旧・復興と教訓を生かしたまちづくり
東日本大震災からの復旧・復興（※） 34 億 8,784 市民生活の早期安定化に向け、被災者の生活再建を支援するとともに、小中学校など公共施設の改築、

耐震化などを実施

沿岸被災地の後方支援 99 後方支援都市として、沿岸被災地の復旧・復興に向けた支援を継続
陸前高田・気仙沼両市への職員派遣、仮設住宅入居者の支援など

放射線対策 11億 9,351 市民の不安解消を図るため、除染実施計画に基づく除染の実施や適切な情報提供を行うとともに、放
射線被害農家を支援

災害に強いまちづくり（※） 34 億 4,638 施策の柱として進めてきた災害に強いまちづくりを引き続き推進

中東北の拠点都市一関の形成
( 仮称 )一関市学術研究都市構想推進事業（※） 2,257 国際リニアコライダー計画の実現に向けた（仮称）一関市学術研究都市構想の策定など

高齢化社会に対応した地域づくり（※） 3 億 4,589 高齢者の社会参加・生きがいづくり・就労支援、医療と介護の連携強化、公共施設のバリアフリー化、
介護施設の充実など

安心して暮らせる定住環境の整備（※） 24 億 9,206 移住定住環境整備事業、空き家等実態調査事業、結婚活動支援事業、交通安全施設整備（歩道、防護柵
等）、簡易水道整備事業、危機管理など

乳幼児・小学生の医療費無料化、医療
費給付等（※） 6 億 5,701 小学生までの医療費無料化、子宮頸がん予防ワクチン等個別予防接種の全額助成、養育医療費や育成

医療費の給付事業など
第 3 子以降保育料無料化・保育園保育
料の減額（※） 1億1,825 第３子以降の保育園・幼稚園等の保育料を無料化、第１・２子の保育園保育料をさらに減額

子育て支援サービスの拠点整備 8 億 7,699 八幡町・あおば統合保育園整備事業、私立保育園・幼稚園施設整備補助
放課後児童クラブの整備 4,300 こばとクラブ移転新築事業

広域的な幹線道路網の整備 12 億 8,055 矢ノ目沢金沢線・清水原一関線、山目駅前釣山線、松川駅館下線、丸木舞川線、増沢新沼線、原沢１号線など

下水道・浄化槽の整備 16 億 7,571 下水道整備事業（一関、花泉及び千厩地域）、浄化槽整備事業（市設置型）、浄化槽設置整備事業補助金
（個人設置型）

国際交流の推進 149 国際交流団体が実施する交流事業補助

歴史文化と自然を生かした潤いと安ら
ぎのある空間の整備（※） 2 億1,178 旧東北砕石工場保存・公開活用事業、歴史の小道道路改良事業、桜の小道道路改良事業など

市民サービスの充実 1億 5,692 消費者保護事業、窓口サービススタッフ配置事業など

市有財産活用推進事業（※） 5 億 7,976 施設の長寿命化・省エネ化など

雇用対策
新規高卒者ふるさと就職支援事業補助金

（※） 1,480 新規高卒者の地元就職と就業定着を図るため、新規高卒者を採用した事業主が行う研修などの人材育
成費用に対し、20 万円を上限に助成

緊急雇用対応事業（県の基金事業）（※） 3 億 5,137 被災地（災害救助法適用地域）求職者の雇用機会を創出しつつ、公益と人材育成に資する事業を実施

地域企業パワーアップ支援事業 221 企業の管理・監督者等を対象に、若い人材の育成方法等を学ぶセミナーや新入社員を対象としたセミ
ナーを開催

各種就業支援 3,775 若年者就業支援相談〔ジョブカフェ一関〕、雇用相談員の配置、地域職業相談室の設置〔一関市ふるさと
ハローワーク〕就職ガイダンスの開催など

企業育成
企業立地の促進 3,028 企業立地促進奨励事業費補助金、特定区域立地促進補助金など

立地企業操業支援事業費補助金 400 新規立地企業の操業にあたり、新規採用者に係る人材育成経費や社員研修費等を助成

地域企業の人材育成に対する支援 964 人材育成事業費補助金、次世代ものづくり人材育成事業

技術・経営強化、連携に対する支援 5,513 企業の魅力発信力向上事業、地域企業経営強化支援事業費補助金など

産業振興
農産物の産地づくり 6,159 野菜花き生産振興事業補助金、しいたけ等特用林産物生産対策事業補助金、肥育素牛地域内保留対策

事業費補助金、繁殖牛生産振興対策事業費補助金など

農業経営体の支援・育成・強化 21億2,481 新規学卒者等就農促進支援事業、青年就農給付金、中山間地域等直接支払交付金、戸別所得補償経営安
定推進事業、強い農業づくり交付金など

「地産外商」・「６次産業化」の推進 2,569 販路拡大に係る事業　６事業、情報発信に係る事業　５事業

一関・平泉バルーンフェスティバルの開催 1,752 熱気球を通して地域の活性化と着地型観光の推進を図るため一関・平泉バルーンフェスティバルを開催

農業基盤整備の促進 3億5,180 県営基盤整備事業負担金、国営農地開発事業負担金、県営ため池等整備事業負担金など

優良木材の産地形成 1億6,578 公有林整備事業、森林病害虫等駆除事業、民有林間伐等事業補助金など
地域内再投資力を高めるための商店街
活性化支援

1,239 商店街活性化事業補助金、商店街にぎわい創出事業補助金、ふれあいの道づくり推進事業補助金

大型観光キャンペーンの推進 159 「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン」を中心に各種事業を関係機関との連携により展開

資金融資枠の確保と利子・保証料補給 1億2,140 低利な中小企業振興資金貸付金の原資預託（融資枠52.1億円）、同資金と岩手県小規模小口資金に係る
一定の利子補給と保証料の助成

総合的な産業の振興 7,044 産業振興事業、一関商工会議所補助金

10項目の重点施策の主な事業
　（※は中東北拠点都市形成特別推進事業として位置付けされる事業）
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　市は、定住促進や地域の活性化を目的に「空き

家バンク制度」を始めます。

　この制度は、売りたい、貸したいと思っている空

き家の情報を市が管理する「空き家バンク」へ登

録していただき、本市への移住を希望・検討して

いる人に紹介するものです。空き家を所有してい

るけれども、その維持管理や今後の活用などにつ

いて悩んでいる人は、気軽に相談してください。

　「空き家バンク」に空き家を登録するための手続

きは、申請書類を提出するだけです。

※売買・賃貸契約は、不動産業者が仲介します。

空き家バンク

空き家所有者 空き家
利用希望者

利用申し込み空き家登録 情報連絡
情報発信
情報連絡

不動産業者が仲介

　平成25年４月１日以降、本市での定住を目的に転入す

る（10年以上継続して本市に住所を有することを誓約す

る）人で、市内に住宅を新築または購入した場合、奨励金
などを交付します。実施期間は平成25年度から27年度ま

でです。

　一関市を知りたい、行ってみたい、応援したいと思って

いる人や一関にゆかりのある人など全国のいちのせきファ

ンへ各種情報や特典を届けます。全国各地のあなたの知
り合いに一関市をより身近に感じてもらいませんか。
◇年会費　10,000円 /年
◇対象　市外在住者
◇特典　【共通】▶いちのせきファンクラブ会員証の発行
▶市広報誌や観光パンフレットなど本市情報の発信▶主
要観光施設（公共施設）の無料利用【選択】Ａコース…市
内宿泊券（15,000円分）、お餅食事券（2,000円分）／Ｂコー

ス…市内宿泊券（10,000円分）、特産品詰合（5,000円分）、
お餅食事券（2,000円分）

※１　夫婦のいずれかが40歳未満の場合は下段の額を助成。

※２　市内業者が施工した場合に加算

※３　中学生以下の子を扶養する世帯で子一人につき加算

※その他　購入価格は新築1000万円以上、中古購入500万円以

上、改修工事100万円以上が対象。相続や贈与などの取得対価を

伴わない場合や３親等以内の売買の場合は対象外

縁結び支援事業

　「いちのせき結婚活動サポートセンター」へ会員登録する

など、一定の条件を満たし、結婚後、市内に１年以上住んだ

場合に、成婚祝金を交付します。さらに、市内で結婚式や

結婚披露宴を行った場合、祝金を加算して支給します。

◇活動内容　▶結婚希望者などからの相談対応▶独身男
女の紹介や引き合わせ▶支援員同士の情報交換―など

◇対象　▶市内在住の20歳以上の人で、市が主催する研
修を受講した人▶結婚相談や紹介を職業としていない人
◇登録期間　２年
◇募集人員　15人
◇申し込み　必要書類（市縁結び支援員登録申込書、誓
約書、履歴書）を本庁企画調整課または各支所地域振興
課に提出してください　※申請様式は市ホームページか

らダウンロードできます

◇募集期間　４月15日㊊～ 30日㊋

　「いちのせき結婚活動サポートセンター」を設置して婚
活を支援します。婚活イベントの実施、婚活ウェブサイト

などの立ち上げ、婚活情報サークル（登録や婚活イベント

などに関する情報配信）の運営を行います。同センターを

利用するには会員登録が必要です。

めぐりあいサポート事業

ハッピーブライダル応援事業

縁結び支援員事業

①住宅助成金

基
本
額（
※
１
）

移住者区分 新築 中古購入 改修工事

40 歳以上 100万円 50万円 上限 30万円

40 歳未満 200万円 100万円 上限 50万円

加算額（※２） 20万円 ― 20万円

移住定住の促進と

婚活支援が始まる

過疎化・少子化の進行に歯止めを
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本
市
の
人
口
は
、
県
内
他
市

町
村
の
平
均
よ
り
も
特
段
速
く

減
少
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率

や
未
婚
率
が
高
く
、
出
生
率
が

低
い
こ
と
が
要
因
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
平
成
12
年
に
14
万

人
だ
っ
た
人
口
も
32
年
に
は

12
万
人
を
下
回
り
、
47
年
に
は

10
万
人
を
割
り
込
む
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
（
一
関
市
総

合
計
画
か
ら
）。

　

市
は
、
人
口
減
少
の
抑
制
や

移
住
者
の
獲
得
に
向
け
た
「
移

住
・
定
住
促
進
事
業
」
や
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
「
婚
活
支

援
事
業
」
を
実
施
し
、
地
域
を

活
性
化
さ
せ
、
一
関
を
元
気
に

す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

本市の高齢化率・人口の推移
50

高
齢
化
率
（
％
）

40

30

20

10
平成２年 12年 22年 32年 47年

150,000

人
口
（
人
）

120,000

90,000

60,000

30,000

0

高齢化率
人口

出会いや相談の場を創出して
結婚を支援します

空き家バンク制度
眠っている空き家はありませんか
「売りたい」「貸したい」に応えます

本庁企画調整課　小山貴史主事

移住定住促進・婚活支援を担当

市外の人を一関市に呼び込むためには、

地域の情報を積極的に発信して、興味

を抱いてもらうことが必要です。その人

たちが一関に住みたいと思った時、すぐ物件を紹介できるよ

う空き家バンクを充実させていきます。

いちのせき
ファンクラブ事業
全国のいちのせきファンのみなさんへ
市内の各種情報などを届けます

移住奨励助成事業
市内に住居を構えて移り住みませんか
移住者には優遇措置があります

　縁結び支援員を設置し、独身男女の出会いのきっかけ

づくりや結婚に関する相談などを行います。

縁結び支援員を募集
～あなたにもできる幸せのお手伝い～

問本庁企画調整課　☎ 21-8641

②住宅奨励金

基本額 20万円／件

加算額（※３） 5 万円／人

プラス
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一関市の人口と世帯数　人口　126,589人（男61,143人、女65,446人）／世帯数　45,947世帯　　平成25年4月1日現在　

◇
受
講
料
…
無
料
。
テ
キ
ス
ト
代

（
１
５
０
０
円
）、
交
通
費
、昼
食
代
は

受
講
者
負
担
。
託
児
料
は
一
人
１
日

１
０
０
０
円
、
半
日
５
０
０
円

◇
申
し
込
み
…
本
庁
企
画
調
整
課
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
る
所

定
の
用
紙
で
５
月
７
日
㊋
ま
で
に
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で（
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。※
サ
ポ
ー
タ
ー

認
定
者
へ
旅
費
な
ど
の
一
部
助
成
あ
り

問
本
庁
企
画
調
整
課
男
女
共
同
参
画

推
進
係
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
㉑
２
１
６
４
／
電

子
メ
ー
ルk

ik
a

k
u

ch
osei@

city.

ich
in

osek
i.iw

a
te.jp

①
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
基
礎
講
座

◇
日
時
…
４
月
23
日
㊋
、
５
月
11
日

㊏
19
時
〜
21
時

②
撮
影
写
真
品
評
会

◇
日
時
…
５
月
22
日
㊌
、
29
日
㊌

【
共
通
事
項
】

◇
場
所
…
一
関
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◇
費
用
・
定
員
…
無
料
・
各
20
人

◇
資
格
…
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
36
歳
以
下
の
人（
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
ど
な
た
で
も
可
）

＊
定
員
に
な
り
次
第
受
け
付
け
を
終

了
し
ま
す

問
一
関
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
☎
／
Ｆ

Ａ
Ｘ
㉑
２
１
４
４（
㊊
〜
㊎
13
時
〜
21

◇
募
集
す
る
封
筒
…
①
広
告
入
り
事

務
用
封
筒
②
広
告
入
り
窓
口
封
筒

◇
無
償
提
供
期
間
…
８
月
１
日
〜
26

年
７
月
31
日

◇
受
付
期
限
…
４
月
26
日
㊎

＊
募
集
す
る
封
筒
の
種
類
、枚
数
な
ど

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
①
本
庁
財
政
課
管
財
係
／
②
本
庁

市
民
課
市
民
係

◇
募
集
期
間
…
５
月
７
日
㊋
〜
10
日

㊎（
入
居
申
込
書
な
ど
の
配
布
は
４

月
30
日
㊋
か
ら
開
始
）

＊
募
集
団
地
、
戸
数
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
㈶
岩
手
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
☎

０
１
２
０
・２
０
８
・２
０
１

◇
日
程
…
５
〜
11
月
ま
で（
計
６
日

間
、
14
講
座
）

◇
会
場
…
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ

ン
タ
ー
「
ア
イ
ー
ナ
」

◇
対
象
・
定
員
…
❶
20
歳
以
上
の
市

民
❷
男
女
共
同
参
画
に
興
味
や
関
心

が
あ
り
、活
動
し
た
い
人
・
８
人
程
度

本 庁 健 康 づ く り 課 ☎㉑2160 花泉支所保健福祉課 ☎�2216 大東支所保健福祉課 ☎�1211 千厩支所保健福祉課 ☎�3952
東山支所保健福祉課 ☎㊼4530 室根支所保健福祉課 ☎�3805 川崎支所保健福祉課 ☎㊸4022 藤沢支所保健福祉課 ☎�5304

■Hib（ヒブ）・小児用肺炎球菌ワクチ

ン予防接種が定期接種になりました

　Hib（ヒブ）・小児用肺炎球菌ワクチ

ン予防接種が４月１日から定期接種にな

りました。このワクチンは細菌性髄膜炎

などの重い感染症を予防するためのもの

です。接種開始年齢（月齢）によって接
種回数が異なります。接種を希望する人
は母子健康手帳を持参して健康づくり

課または各支所保健福祉課の窓口で申

請してください。
◇対象　生後２カ月から５歳の誕生日
前までの乳幼児
問本庁健康づくり課☎㉑2160

■ゲートキーパー研修会

　悩みを抱えている人などに気付き、
声を掛け、専門家につなぐ役割を担う

「ゲートキーパー」の研修会を行います。
◇日時　５月28日㊋13：30～ 15：00

◇場所　一関保健センター

◇申し込み　５月23日までに電話で

問本庁健康づくり課☎㉑2160

■5月のこころの健康相談窓口

　心の問題を一人で悩まず、気軽に相
談してください。臨床心理士が相談に応
じます。

◇費用　無料
◇申し込み　電話で予約してください

問本庁健康づくり課☎㉑2160

■5月の乳幼児の健康診査

地域 内容 対象 日 受付時間 場所

一関
花泉

３～４カ月児健診
25年1月１～13日生まれ 29㊌

12:45～13:00

一関保健センター

25年1月14～31日生まれ 30㊍

９～10カ月児相談
24年７月１～12日生まれ 29㊌

８:45～９:00 
24年７月13～31日生まれ 30㊍

１歳６カ月児健診
23年10月１～16日生まれ 16㊍

12:45～13:00
23年10月17～31日生まれ 17㊎

２歳６カ月児歯科健診
22年11月１～14日生まれ 16㊍

８:45～９:00 
22年11月15～30日生まれ 17㊎

３歳児健診
21年11月１～14日生まれ ９㊍

12:45～13:00
21年11月15～30日生まれ 10㊎

大東
東山

３～４カ月児健診 25年１月生まれ 22㊌ 13:00～13:15 東山保健センター
９～10カ月児相談 24年７月生まれ 28㊋ ９:00～９:15 大東保健センター
１歳６カ月児健診 23年10月生まれ 15㊌

13:00～13:15
東山保健センター

２歳６カ月児歯科健診 22年11月生まれ 28㊋
大東保健センター

３歳児健診 21年11月生まれ 21㊋

千厩
室根
川崎
藤沢

３～４カ月児健診 25年１月生まれ 15㊌ 12:30～12:40 川崎防災センター
９～10カ月児相談 24年７月生まれ 21㊋ 8:50～９:00

千厩保健センター
１歳６カ月児健診 23年10月生まれ 23㊍ 12:30～12:40
２歳６カ月児歯科健診 22年11月生まれ 21㊋ 13:00～13:10
３歳児健診 21年11月生まれ 22㊌ 12:30～12:40

問本庁健康づくり課または各支所保健福祉課＊受診できない場合は連絡してください

●健康コーナー Health is Wealth

ン
グ
バ
ン
ド
、
テ
ン
ト
市
、一
関
大
神

輿
、
商
店
街
特
別
大
売
出
し（
９
割
引

の
市
、１
０
０
円
の
市
）
な
ど

問
一
関
春
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
銀
座

会
事
務
所
）☎
㉓
３
０
１
２

◇
日
時
…
５
月
３
日
㊎
㊗
９
時
開
場
、

９
時
30
分
開
演

◇
場
所
…
厳
美
中
学
校
体
育
館

◇
入
場
料
…
１
０
０
０
円

問
同
大
会
事
務
局（
厳
美
公
民
館
内
）

☎
㉙
２
２
０
５

◇
日
時
…
４
月
20
日
㊏
13
時
〜
17
時

◇
場
所
…
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
一
関

◇
費
用
・
定
員
…
無
料
・
先
着
50
人（
要

申
し
込
み
）

問
久
保
川
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
自
然
再
生

協
議
会
☎
㉙
３
０
２
０

NEWS & INFORMATION
●
お
詫
び
と
訂
正
…
本
誌
４
月
１
日
号
23
ペ
ー
ジ
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
小
野
寺
さ
ん
の
電
話
番
号
は「
０
９
０
・
２
９
７
５
・
４
８
３
６
」の
誤
り
で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

生涯スポーツ教室

４月16日火から受け付け開始

な
ど【
企
業
】
市
内
、
平
泉
町
、
栗
原

市
な
ど
に
立
地
し
て
い
る
企
業
な
ど

◇
内
容
…
企
業
と
の
個
別
面
談
、
就

職
相
談
な
ど

問
本
庁
労
働
政
策
課
☎
㉑
８
４
６
１

◇
日
時
・
集
合
場
所
…
５
月
10
日
㊎
8

時
30
分
〜
16
時
・
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
費
用
・
定
員
…
６
０
０
円（
入
浴
料
、

保
険
料
な
ど
）・
先
着
35
人

◇
申
し
込
み
…
４
月
17
日
㊌
12
時
30

分
か
ら
。
電
話
で
予
約
ま
た
は
経
費

を
添
え
て
直
接
左
記
へ

問
市
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
２
１
４
５

◇
日
時
…
４
月
29
日
㊊
㊗
10
時
〜
16
時

◇
場
所
…
大
町
歩
行
者
天
国

◇
内
容
…
名
物
だ
ん
ご
大
集
合
、

ケ
ー
キ
づ
く
り
体
験
、
関
小
マ
ー
チ

時
、
㊏
17
時
）

◇
日
時
…
❶
ス
プ
リ
ン
グ
エ
フ
ェ
メ

ラ
ル
を
観
よ
う
・
４
月
27
日
㊏
❷
野

鳥
観
察
会
・
５
月
４
日
㊏
❸
山
菜
教

室
・
５
月
11
日
㊏　

＊
い
ず
れ
も
９

時
30
分
〜
12
時
ま
で

◇
場
所
…
い
ち
の
せ
き
健
康
の
森 

◇
費
用
…
大
人
３
０
０
円
、
子
供

１
０
０
円（
入
浴
料
込
み
） 

◇
申
し
込
み
…
当
日
、
９
時
30
分
ま

で
に
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
集
合　

 

問
い
ち
の
せ
き
健
康
の
森
☎
39
２
０
２
０

◇
日
時
…
４
月
30
日
㊋
13
時
30
分
〜

16
時（
受
け
付
け
13
時
〜
） 

◇
場
所
…
ベ
リ
ー
ノ
ホ
テ
ル
一
関

◇
対
象
…
【
求
職
者
】
学
生
、一
般
求

職
者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者

催
し
・
講
座

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
基
礎
講
座
と

撮
影
写
真
品
評
会

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け

「
一
関
春
ま
つ
り
」

日 受付時間 場所

13㊊
10:00~11:00

一関保健センター
13:30~14:30

20㊊
10:00~11:00 東山支所
13：30~14：30 川崎支所

27㊊ 13:30~14:30 藤沢支所

募
集

市
が
使
用
す
る
広
告
入
り

事
務
用
封
筒
の
無
償
提
供
者

県
営
住
宅
へ
の
入
居
を

希
望
す
る
人

雄
大
な
ま
つ
る
べ
の

自
然
を
体
感
し
ま
せ
ん
か 

春
の
種
山
ヶ
原
森
林
公
園
を

散
策
し
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
生

求
職
者
と
地
元
企
業
を
つ
な
ぐ

ふ
る
里
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

第
43
回
岩
手
県
南
宮
城
県
北

神
楽
大
会
に
13
団
体
出
演

東
大
と
協
働
で
久
保
川
イ
ー
ハ

ト
ー
ブ
研
究
報
告
の
集
い
を

一関店　一関市駅前51

①イブニングゴルフ教室…5月14

日㊋～（詳しくは問い合わせてく

ださい）・一関市総合体育館など
②初心者のためのトレーニング教

室…5月15日～ 6月12日の毎週㊌
14:00～ 15:30・一関市総合体育
館　
③パークゴルフ教室…5月17日～
6月21日の毎㊎（6月14日を除く）
9:30～ 11:30・一関水辺プラザ、
唐梅館パークゴルフ場
④エアロビクス教室…5月16日～
6月13日の毎㊍10:00～ 11:30・唐
梅館総合公園内えぽっくホール
⑤エアロビクス教室…5月16日～
6月13日の毎㊍10:00～ 11:30・花
泉体育館
⑥イブニングヨガ教室…5月21

日～ 6月18日の毎週㊋ 19:00～
20:30・室根体育館

【共通事項】

◇対象…市内に居住または勤務
する人
＊各教室の定員、費用などは下記
へ問い合わせてください
問①②③一関市総合体育館☎
㉛3111／④東山総合体育館☎35
1141／⑤花夢パル☎�1086／⑥
室根きらめきパーク☎�2611
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※
広
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
岩
手

日
日
新
聞
社
☎
㉖
５
１
１
１
ま
で
。

〜
13
時
・
千
厩
支
所

◇
予
約
…
前
日
17
時
ま
で
に

◇
内
容
…
消
費
者
問
題
、
離
婚
・
相

続
な
ど
の
法
律
全
般

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
千
厩
相
談

室
☎
�
３
９
５
７

◇
日
時
…
４
月
30
日
㊋
10
時
〜
16
時

◇
場
所
…
女
性
セ
ン
タ
ー
相
談
室

◇
対
象
…
市
内
在
住
の
女
性（
要
予

約
。
匿
名
も
受
け
付
け
）

◇
内
容
…
女
性
が
抱
え
る
悩
み
や
心

配
ご
と
な
ど
に
応
じ
ま
す

問
市
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
２
１
４
５

　

例
年
、
こ
の
時
期
は
ト
ラ
ク
タ
ー

問
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
一
関
☎
㉑

２
１
６
２（
㊋
休
館
）

◇
日
時
…
４
月
21
日
㊐
10
時
〜
16
時

◇
内
容
…
物
販
、
飲
食
物
の
露
店
、
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど

◇
場
所
…
磐
井
川
河
川
公
園
山
目
側

問
千
葉
時
計
店
☎
㉓
５
４
０
４
／
天

童
事
務
器
☎
㉓
８
４
３
５

【
無
料
法
律
相
談
】（
予
約
制
）

◇
日
時
・
弁
護
士
…
▼
５
月
９
日
・
山

崎
正
敏
さ
ん
▼
16
日
・
千
田
功
平
さ

ん
▼
23
日
・
小
原
恒
之
さ
ん
▼
30
日
・

熊
本
賢
吾
さ
ん　

※
い
ず
れ
も
㊍
10

時
〜
15
時
。
予
約
は
４
月
26
日
㊎
〜

分
証
と
腕
章
を
携
行
し
て
い
ま
す
）。

問
本
庁
生
活
環
境
課
☎
㉑
８
３
４
１

　　　

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人
が
、
外

出
先
で
電
話
し
た
い
時
、
近
く
の
人

に
協
力
を
お
願
い
す
る「
電
話
お
願

い
手
帳
」
を
本
庁
総
合
案
内
・
各
支

所
保
健
福
祉
課
窓
口
な
ど
で
配
布
し

て
い
ま
す（
数
に
限
り
あ
り
）。

問
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎
㉑

８
３
５
５
ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

　

市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
は
、
状
況
に
よ
り

納
税
を
猶
予（
１
年
以
内
）
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
納
税
の
猶
予
は
、
状

況
を
聞
い
て
か
ら
決
定
し
ま
す
の
で
、

早
め
の
納
税
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
収
納
課
ま
た
は
各
支
所
市
民

課
税
務
係

　

磐
井
川
の「
鯉
の
ぼ
り
川
渡
し
」
を

４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬
に
行
い
ま
す
。

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
が

あ
っ
た
ら
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
届
け
先
…
本
庁
商
業
観
光
課

問
鯉
の
ぼ
り
実
行
委
員
会（
神
﨑
）☎

０
９
０
・２
０
２
３
・８
８
２
２

の
転
落
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
安
全

フ
レ
ー
ム
の
設
置
や
左
右
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
の
連
結
な
ど
を
徹
底
し
、
作

業
中
の
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◇
作
業
時
に
注
意
す
る
こ
と
…
①
一

人
で
の
作
業
は
避
け
、
家
族
に
作
業

場
所
と
帰
宅
時
刻
を
教
え
る
②
農
機

具
の
点
検
整
備
時
は
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
③
誰
で
も
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
で
き

る
よ
う
、
ス
イ
ッ
チ
の
場
所
を
教
え
る

問
本
庁
農
政
課
☎
㉑
８
４
２
７
ま
た

は
各
支
所
産
業
経
済
課

◇
登
録
申
請
に
必
要
な
も
の
…
①
登

録
し
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
②
登

録
申
請
書（
当
日
会
場
に
備
え
付
け
）

③
岩
手
県
収
入
証
紙（
銃
砲
刀
剣
類

１
点
に
つ
き
６
３
０
０
円
分
）④
刀
剣

類
発
見
届
出
済
証（
警
察
署
で
交
付
） 

◇
日
時
…
５
月
20
日
㊊
、
７
月
22
日

㊊
、９
月
20
日
㊎
、
11
月
20
日
㊌
、
26

年
１
月
20
日
㊊
、３
月
20
日
㊍

＊
い
ず
れ
も
10
時
〜
14
時

◇
場
所
…
盛
岡
地
区
合
同
庁
舎

問
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

☎
０
１
９
・６
２
９
・６
１
８
２

◇
開
催
日
・
場
所
…
毎
月
第
２
・４
週

の
㊋
・
藤
沢
支
所
、同
㊌
・
室
根
支
所
、

同
㊍
・
大
東
支
所　

＊
い
ず
れ
も
10

時
〜
12
時
・
13
時
〜
15
時（
要
予
約
。

相
談
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約
）

問
本
庁
労
働
政
策
課
☎
㉑
８
４
６
１

ま
た
は
大
東
、
室
根
、
藤
沢
支
所
の
産

業
経
済
課

　

市
内
の
空
き
家
の
実
態
を
把
握
し
、

今
後
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
た
め
、

５
月
か
ら
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
は
外
観
目
視
に
よ
る
現
地
確
認

で
す（
調
査
員
は
、市
が
発
行
す
る
身

市
役
所
本
庁
舎
②
５
月
28
日
㊋
・
藤

沢
支
所
※
い
ず
れ
も
10
時
〜
13
時

◇
予
約
…
前
日
17
時
ま
で
に

問
①
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
一
関
相

談
室
☎
㉑
８
３
４
２
②
藤
沢
支
所
市

民
課
☎
�
２
１
１
１

【
借
金
整
理
・
消
費
者
問
題
の
相
談
】

①
多
重
債
務
整
理
の
た
め
の
消
費
者

救
済
資
金
の
融
資
相
談
・
暮
ら
し
と

お
金
の
安
心
相
談
（
予
約
制
）

◇
日
時
…
毎
週
㊊
〜
㊎
９
時
〜
17
時

②
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
消
費

者
問
題
の
相
談
（
予
約
制
）

◇
日
時
…
毎
週
㊋
㊍
16
時
〜
、
毎
週

㊌
17
時
〜

＊
場
所
は
い
ず
れ
も
信
用
生
協
一
関

相
談
セ
ン
タ
ー

問
消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
一
関

相
談
セ
ン
タ
ー
☎
㉖
６
０
３
１

【
無
料
法
律
相
談
】（
予
約
制
）

◇
日
時
・
場
所
…
５
月
９
日
㊍
10
時

◇
場
所
…
市
役
所
本
庁
舎

◇
定
員
…
先
着
各
８
人

問
本
庁
生
活
環
境
課
☎
㉑
８
３
４
２

【
行
政
相
談
】

◇
日
時
・
場
所
…
▼
５
月
10
日
㊎
10

時
〜
12
時
・
社
協
藤
沢
支
部
▼
16
日

㊍
９
時
〜
12
時
・
市
役
所
本
庁
面
接

室
▼
16
日
㊍
13
時
30
分
〜
16
時
・
川

崎
防
災
セ
ン
タ
ー
研
修
室
▼
23
日
㊍

13
時
〜
16
時
・
田
河
津
公
民
館

問
本
庁
生
活
環
境
課
☎
㉑
８
３
４
２

ま
た
は
各
支
所
市
民
課

【
多
重
債
務
者
弁
護
士
無
料
相
談
】（
予

約
制
）

◇
日
時
・
場
所
…
①
５
月
14
日
㊋
・

市
役
所
本
庁
舎
②
５
月
29
日
㊌
・
千

厩
支
所
※
い
ず
れ
も
10
時
〜
15
時

◇
定
員
…
先
着
各
６
人

◇
予
約
…
前
日
17
時
ま
で
に

問
①
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
一
関
相

談
室
☎
㉑
８
３
４
２
②
同
千
厩
相
談

室
☎
�
３
９
５
７

【
信
用
生
協
の
多
重
債
務
整
理
・
消
費

者
救
済
資
金
融
資
相
談
】（
予
約
制
）

◇
日
時
・
場
所
…
①
５
月
15
日
㊌
・

◇
日
時
…
５
月
18
日
㊏
13
時
30
分
〜

◇
場
所
…
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
内
容
…
①
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
ど

ん
な
病
気
か
？　

②
標
準
的
な
治
療

法
③
診
療
し
て
い
て
気
付
い
た
こ
と

④
日
常
生
活
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と 

問
国
立
病
院
機
構
岩
手
病
院
☎
㉕

２
２
２
１

◇
期
日
…
４
月
27
日
㊏
、
５
月
11
日

㊏
、
18
日
㊏
、
25
日
㊏

◇
集
合
場
所
・
時
間
…
市
役
所
職
員

駐
車
場
・
10
時
、Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅
西
口
・

10
時
10
分

◇
費
用
…
７
０
０
円（
昼
食
代
）

問
骨
寺
村
荘
園
交
流
館（
若
神
子
亭
）

☎
33
５
０
２
２

◇
日
時
…
５
月
17
日
㊎
９
時
〜
16
時

◇
行
き
先
…
陸
前
高
田
市（
被
災
地

巡
り
、
道
の
駅
よ
こ
た
）

◇
対
象
・
定
員
…
市
内
在
住
の
障
が

い
者
と
家
族
、
介
護
者
・
先
着
20
人

◇
参
加
費
…
50
円（
保
険
料
）

◇
そ
の
他
…
昼
食
は
各
自
で

◇
申
し
込
み
…
５
月
８
日
㊌
か
ら
左

記
へ
電
話
で
申
し
込
む
。
８
時
30
分

〜
17
時（
窓
口
受
け
付
け
は
な
し
）

NEWS & INFORMATIONNEWS & INFORMATION

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
た
め
の

一
関
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
教
室

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

忘
れ
ず
に
申
請
を

耳
や
言
葉
が
不
自
由
な
人
を

支
え
る
電
話
お
願
い
手
帳
配
布

労働基準協会主催の講習会

①職長教育

◇期日…4月23日㊋～ 24日㊌
◇申込期限…4月15日㊊
②建設業における職長・安全衛

生責任者教育（建設業）

◇期日…5月8日㊌～ 9日㊍
◇申込期限…4月25日㊍
③刈払機取扱作業者安全衛生教育

◇期日…5月22日㊌
◇申込期限…5月10日㊎
④小型移動式クレーン運転技講習会

◇期日…【学科】5月16日㊍～ 17

日㊎【実技】5月18日㊏または19

日㊐
◇申込期限…5月７日㊋
⑤フォークリフト運転技能講習

◇期日…【学科】5月24日㊎【実技】
5月25日㊏・26日㊐・６月１日㊏
◇申込期限…5月15日㊌

【共通事項】

◇場所…①②③一関産業教養文
化体育施設「アイドーム」／④⑤
【学科】一関産業教養文化体育施
設「アイドーム」、【実技】北上製紙
㈱東台倉庫
＊定員、費用など詳しくは問い合
わせてください
問岩手労働基準協会一関支部☎
㉓7729／ FAX㉓7720

地域の安全衛生水準の向上を各
種
相
談
を
開
設
し
ま
す

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い

悩
み
を
抱
え
る
女
性
は

女
性
セ
ン
タ
ー
の
相
談
事
業
へ

信
用
生
協
の
消
費
者
問
題
と

無
料
法
律
相
談
会

相
談

お
知
ら
せ

鯉
の
ぼ
り
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す

巡
回
雇
用
相
談
は
４
月
か
ら

月
２
回
に
変
更
と
な
り
ま
す

春
の
農
作
業
安
全
月
間
は

６
月
15
日
ま
で
展
開

市
税
の
納
付
は
お
早
め
に

納
付
困
難
な
人
は
納
税
相
談
を

障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
事
業

「
小
さ
な
旅
」は
陸
前
高
田
市
へ

空
き
家
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

地球環境に優しい暮らしを

市が設置費用を補助します

●
４
月
の
納
税
…
４
月
は
固
定
資
産
税
１
期
の
納
期
で
す
。※
納
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う

夜
は
桜
の
ラ
イ
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プ
も

第
７
回
チ
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リ
ー
ロ
ー
ド
ま
つ
り

①住宅用高効率給湯器等設置補

助金

◇募集期間…４月１日㊊～ 26年3

月31日㊊
◇募集件数…約270件
◇対象…エコキュートなど

◇補助金額…設置費用の10％以
内（上限3万円または5万円）
＊市内に本店、支店、営業所を有する

販売店または業者などと請負契約な

どをして設置するものに限る

②住宅用太陽光発電システム導

入補助金

◇募集期間…４月１日㊊～ 26年3

月31日㊊
◇補助金額…最大出力1キロワッ

トあたり2万円
◇募集予定数…100件(400キロ

ワット）
＊市内に本店、支店、営業所を有する

販売店または業者などと請負契約な

どをして設置するものに限る

【共通事項】

◇申請窓口…本庁生活環境課ま

たは各支所市民課
＊対象、システムなど詳しくは、
問い合わせてください

問本庁生活環境課☎㉑8342　
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　室根町にそびえる矢越山（519.6㍍）。「森は海の恋人植樹祭」が行われる山と

して広く全国に知られています。頂上に建つ薬師堂（羽山神社）は、昔、疫病を鎮

めるために薬師様を祀
ま つ

ったもので、今も地域住民に「お薬師様」と崇められてい

ます。

　頂上からの眺めも素晴らしい同山。北に室根山、北西に束稲山、南に太田山、

大森山、東には気仙沼市街と気仙沼湾、その遠方に太平洋が見えるなど、360度

の大パノラマは絶景です。また、ツツジの花が一斉に咲き誇る毎年5月下旬から

6月上旬にかけて、登山道はツツジのトンネルと化し、山頂一帯は真っ赤なじゅう

たんを敷き詰めたように彩られます。刈り払いなどの環境整備は地元自治会が担

当。ツツジの良好な生育や登山道の安全が保たれています。近年、見頃の時期は

もちろん、1年を通して市内外から登山者が訪れています。

　まだ硬いつぼみは、春の陽光を浴びながら、華やぐ季節を静かに待ちます。

気仙沼湾に流れる大川の水源、矢越山

Profile No.57　矢越山山頂の春の眺望（室根）

撮 つ て お き い ち の せ き

★
矢越山

至気仙沼

●矢越駅
至一関

18

284

折壁駅
●

284

至津谷川

高沢バス停

●撮影地　矢越山山頂（室

根町矢越地内）

●アクセス
①ひこばえの森登山口ま

で：岩手県交通「高沢」バス

停、ＪＲ大船渡線「矢越駅」

から車で10分／山頂まで：

登山口から徒歩20分

②矢越神社登山口まで：岩

手県交通「高沢」バス停、Ｊ

Ｒ大船渡線「矢越駅」から車

で15分／山頂まで：登山口

から徒歩55分


